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01 図書館・本は楽しかりけり 田中　利生（学術情報センター事務部 前大宮図書館課長）

04 学生に薦めたいこの1冊

06 図書館の使い方－新聞を探そう－ 石丸　湖美（学術情報センター事務部）

08 私と図書館 柳本　裕子（国際文化学部4回生）

「大ざっしょ」と「大雑著」

江戸時代末期の本で、汚れて不思議でおもしろい生

活百科事典とでもいえる「大ざっしょ」という本が大宮

図書館に何冊か所蔵されています。この「大ざっしょ」

という書物のことを、以前大宮図書館古典籍等調査委

員会・ワーキンググループのメンバーでした橋本萬平

先生が紹介されました。この本は当時の庶民の日常生

活の指針として欠くことの出来なかった本で、江戸時

代に字の読める家には1冊はあって、よく読まれていた

ようです。その証拠に現在存在しているその本はまと

もな姿としては全くといっていいほど残っておりませ

ん。庶民の生活百科事典のような本ですので毎日のよ

うに家族の誰かが読んでいたのでしょう。読むうちに

手垢で汚れ、水が掛かり、表紙はちぎれ読めなくなって

いる本がほとんどです。この「大ざっしょ」は暦に関係

する事項が多くを占めますが、江戸時代の庶民の生活、

信仰、文化、文芸など様々な分野のおもしろいことが分

かる書物のようです。私が今回この「来・ぶらり」の紙

面を与えられて手記を書くことに成りましたが、この

「大ざっしょ」のようにおもしろいことは書けません

が、図書館や本に興味をもって頂ける手口に成ればと

思い「大ざっしょ」ならぬ「大雑著」ということで思い

当たることなど無造作に書いてみようと思います。

私の先生「ズボンをはいた生き字引図書館」

「生き字引」という言葉が有ります。これは国語大

辞典（小学館）によると、「知識が広く、物事をなんでも

よく知っている人」と出てきます。そして「役所や会社

にあって、先例、規則、由来などに精通していて、それ

らに関し、即座に何でも答えられるような人」とあり

ます。このような「生き字引」といわれる人が私達の周

りには何人かいますが、それでも以前に比べれば少な

くなってきました。

私が龍谷大学の職員として仕事をさせていただくよ

うになって36年、その中の30年位が図書館で、更にそ

の中の25年位が大宮図書館での仕事でした。これほど

長い間同じ仕事が出来るというのも希なことでしょ

う。図書館の仕事に興味を待ったのは素晴らしい先輩

たちがおられたからだと思いますが、中でも私をこれ

ほどまでに図書館、本を好きにさせたのは、当時次長

としておられた平春生先生（平成6年10月4日死亡・88

歳）でした。先生は図書館について又大宮図書館所蔵

本の書誌については正に「生き字引」のような方でし

た。特に図書館の貴重書を所蔵する「龍谷蔵」の中の事

については、どの本がどの棚の何段目の何列目にある

という事をいつもご存じでした。勿論「龍谷蔵」だけの

ことではありません。本の由来から図書館の歴史、大

田中　利生（学術情報センター事務部　前大宮図書館課長）
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学の歴史もよくご存じでした。

最近「ズボンをはいた図書館」と言う言葉を見つけて

うれしくなりました。それは平先生のことだと思ったか

らです。今まで先生は図書館の「生き字引」のような方だ

ったと思っていましたが、「ズボンをはいた図書館」とい

う言葉を見つけてから先生は「ズボンをはいた生き字引

図書館」のような方だった、と懐かしく思い出していま

す。先生は私が務めてから2年後に退職されましたが、某

書店の古書部で古書籍の整理と解説をしながら、週1、2

回ほど大宮図書館に来ていただき多くのことを教えて下

さいました。先生にはまだまだ整理をしていただかねば

ならない物が多くありましたが亡くなられてしまいまし

た。今も「龍谷蔵」の中には先生の手を待つかのように整

理途中の資料が残っています。それを見るたびに私も

「ズボンをはいた図書館」人になりたいと思いましたが、

とてもとても平先生には及びもつきませんでした。

元図書館建物は瀬田学舎の「樹心館」になった

明治40年、大阪の資産家竹田由松は、大阪の南警察庁

舎の払い下げを受け、図書館の建物として、当時は佛教

大学と呼ばれていた本学が寄贈を受けることになりまし

た。（このことは「龍谷大学350年史通史編上巻の560ペー

ジ以降に詳しく掲載されています。）現在大宮学舎の北門

が有りますが、その門は当時もう少し西側に寄っていま

した。その門を入った正面に図書館は移築されました。

（写真1）図書館を入ると左手が閲覧室（写真2）、右手が館

長室と図書館事務室でした。中央は吹き抜けとなってお

り2階は回廊式に書架が並んでいました。その中央の上の

棚は大きなケヤキの木で作った書棚があり、チベット大

蔵経が納められていました。（そのチベット大蔵経が現在

のどれに該当するのか判りません。）図書館の外側に2つ

の書庫がありました。その一つは現在の大宮本館の西側

に相撲の土俵が有りましたが、その土俵に接する土蔵2階

建ての書庫でした。もう一つ第2書庫が有りましたが、い

ずれも今のような立派な書庫ではありませんでした。（こ

の話は先に私が「ズボンをはいた生き字引図書館」のよ

うな方だったといった平先生から聞いた話です。）

この図書館の外側は木製でグリーンのペンキが塗って

あったところからグリーンハウスと呼ばれ、後に本願寺

の宗務所として使用され、更に現在瀬田学舎の礼拝堂

「樹心館」となって瀬田学舎に集う多くの人々の心の安ら

ぎの場となっているのです。最近大

宮図書館の改修工事に伴い館内移動

したその時に、大きな「佛教大学図書

館」（横24B×縦98B）と書かれた看

板（写真3）が出てきました。それがこ

のグリーンハウスの図書館の正面に

かかっていたものです。（だんだんと

グリーンハウスの事が忘れられてい

く時代になりましたのであえて書か

せて頂きました。）

図書館の蔵書印

書物の所有を示すために蔵書票や蔵書印を使用しま

す。蔵書票は15世紀ドイツで使用されたのが最初といわ

れ、花輪やリボン、さらには人物や風景などをあしらっ

た装飾性に富んだデザインを印刷したラベルを書物の表

紙裏に貼ったものです。特に洋書に多くみられるようで

す。西洋各国、各時代の美術の特色を反映するものが多

く、この蔵書票だけを収集・研究することも行われていま

す。蔵書印は、書物の所蔵者が自らの姓名や雅号などを

刻した印章で、直接書物に捺印したものです。その形や

色、更に捺印する場所など様々です。

私が閲覧室で業務をしていた頃よく和装本の利用があ

りました。その中に色々な蔵書印が押されている事に気付

き、大宮図書館の蔵書の中にはどんな蔵書印が押されてい

るのだろうかと興味をもち、それを記録しておきました。

蔵書印を解読するのはなかなか困難ですが、「蔵書印提要」

や「蔵書印譜」、国立国会図書館月報の「国立国会図書館所

蔵本蔵書印」などで調べると結構有名な蔵書印（元の所蔵

者が有名ということ）に出会うことがありました。

写真3



03LIBRARY NEWS

書物によって使い分けをしたのかはよくわかりません。

このあたりを研究すれば新たな写字台文庫の姿が見え

てくるかもしれません。写字台文庫は元々本願寺に有っ

たものですので、「龍谷山本願寺蔵」（写真7）「龍谷山」（写

真8）「本願寺蔵」等の蔵書印の押されたものも幾冊か見る

ことができます。さらに本願寺の関係から言えば他に大

谷光瑞氏、築地本願寺、光寿会などの蔵書印があります。

龍谷大学図書館の歴史の中で使用された蔵書印には、

「大學林／内学院／図書院」「文学寮図書印」「高輪佛教大

学／第壱佛教中学蔵書」「普通教／校蔵書」「佛教大学圖

書」「龍谷學黌大蔵書」「龍谷學林蔵書」「龍谷大学圖書」な

どが使われ、同じ蔵書名でも形を変え、文字を替えて使

用していました。ちなみに、

写字台文庫の蔵書の表表紙

には蔵書票に該当するよう

なもの（写真9）が殆ど全ての

書籍に貼られています。

まだまだ多くの種類の蔵

書印が押された書籍は沢山あります。「国立国会図書館所

蔵本蔵書印」のような龍谷大学図書館版を作ればおもし

ろいのではないかと思います。

蔵書印とは関係有りませんが「天台南山無動寺建立和

尚傳」にはわざわざ「真宗黌庠」の文字を入れて漉いた濃

緑の表紙を使用しています。これも蔵書印と同じような

意味合いをもたせたものでしょう。本の表紙の模様を調

べていくとこれもおもしろいことがありそうです。

このように日常の業務の中でさりげなく手にしている

本を見てみると、色々な研究材料を私たちに提供してく

れているようで、こうした図書館や本・書誌を見ると実に

楽しい気分になります。図書館・本は楽しかりけり！

蔵書印の大きさはさまざまです。私の見た一番大きい

それは円形のもので直径8.3B、四角いものでは横9.7B

縦9.5Bのほぼ正方形のもので、何れも解読は出来ません

でした。又「掌菓園図書信」のように朱・緑の二種の色を

使って押してあるのもあります。

蔵書印で一番多いのは寺院名を押した書物ですが、こ

れは図書館がある時期蔵書を増やすために寄贈大キャン

ペーンを繰り広げた結果、全国の真宗寺院から沢山の寄

贈があったからだと思われます。真宗寺院以外にも「平

等至心院」「智勝院」「徳雲院」などさまざまな宗派の寺院

名の蔵書印が見られます。他にも「平野文庫」（平野神社）

「華頂王宮記」（華頂宮家）「冷泉家印」など珍しいものも

あります。勿論有名人の蔵書印も多くあります。

さてそんな中から特に龍谷大学図書館に関係する蔵書

印の事について記しておきたいと思います。最初に特記

しなければならないのは「写字台文庫」の蔵書印です。

「写字台文庫」は西本願寺の歴代宗主が収集された書籍を

集めた文庫のことで、元々本願寺にありました。それが

明治期に大学に寄贈されて図書館の貴重書の中心になっ

ているものです。その「写字台文庫」と言う蔵書印には3

種類あります。先ず一番大きいものですが「自讃歌集」に

押してあるような横5.8B縦8.8Bの四角い印で、二行に

「寫字臺／之蔵書」（写真4）とあります。この蔵書印の使

用は最も少なく、私の確認したのでは2、3点でした。写字

台文庫の中で一番多く使用されているのは、横2.3B縦

4.0Bの楕円形のもので二行に「寫字臺／之蔵書」（写真6）

と印してあります。次に多く使用されているのは横2.0B

縦6.8Bの長方形の印で、「寫字臺之蔵書」（写真5）と一行

に印してあります。この3種類の内、縦長の印と楕円形の

印の2個は今も現物を図書館が保存しています。

これら三種類の蔵書印が、いつの時代にどれを使い、又

写真4 写真5 写真6

写真7 写真8

写真9



『育ち合う人間関係・真宗とカウン
セリングの出会いと交流』 

西光義敞著，本願寺出版社，2005年  
　著者の西光先生は本学教授で2004年3月に79歳
で逝去されました。先生は真宗カウンセリングのあ
り方を追求されるとともに、真宗カウンセリングを
育まれました。 
　本書は先生の女婿であり本学助教授であった吾勝
常行先生が中心となり、先生の著作を集大成された
ものです。その内容は、カウンセリングの手引き、
真宗カウンセリングの人間観、浄土真宗の聞法と法
座に関する一考察と題し、仏教とカウンセリングの
接点を探ったものです。 
　カウンセリングに関心のある者はもちろん、龍谷
大学に入学した諸君に一度は目を通してほしい本です。
先生の若い時の著者に「青春時代の求道」百華苑
（1969）があります。これも一読することを勧め
ます。 

（文学部教授　友久　久雄） 

『戦後60年を考える』 
田中宏著，創史社，2005年  

　戦争体験の悲惨さを被害者の視点で物語る本が多い中で、本著は少数派で
あり、また弱者である在日外国人の視点で戦後の日本社会を見つめ、考察し
ています。著者は、戦後国籍を一方的に剥奪されたゆえに生じた在日韓国、
朝鮮人の戦後保障問題、就職差別、国民年金差別などをあげ「内なる国際化
の遅れ」を訴えています。日本の戦後処理のまずさを如実に語る例に、ドイ
ツのヴァイツゼッカー大統領と中曽根康弘首相を対比しています。前者は、
1985年5月に、戦後40周年を記念して連邦議会で行った演説「荒れ野の
40年」で、「過去に目を閉ざす者は結局のところ現在にも盲目となります。
非人間的な行為を心に刻もうとしない者は、またそうした危険に陥りやすい
のです。」と表明し、この演説から数カ月後、ドイツ大統領として初めてイ
スラエルを公式訪問しました。その演説は歴史を未来への教訓として捉え、
多くの人に感銘を与えました。 
　しかし、後者は、1985年8月15日に、戦後首相として初めて靖国神社へ
の公式参拝をし、その後「日本は単一民族である」と発言することで自分の
無知を露呈した日本の首相であります。日本がいかに歴史の清算をしてこな
かったかを理解する大学生のための必読本です。 

（経営学部教授　李　洙任（リー・スーイム）） 

『バカの壁』 
養老孟司著，新潮社，2003年  

　最近は新書からヒット作が多く出ていますが、これもそ
の一冊です。 
　すでに発行から二年が経過し、一読した方も多いかもしれ
ません。 
「あの本ねぇ、おもしろいんだよ」という伝言とともに読
まれたであろう本ですが、人をひきつけるにはひきつける
理由があるものです。タイトルが印象的です。 
　口述を文章化したものですから、読みやすさもあるでしょう。 
　同時に「これは、少し…」と感じる部分もあって立ち止
まることもできます。 
　要は低い敷居から著者の世界に入って、あれこれ思いめ
ぐらすことを楽しむ本と言えます。 
　そうであれば、内容をコマゴマと紹介するのは野暮と言うもの。 
　まずは手にして「自分が変わる」ことを体感されてはい
かがでしょうか。 

（経済学部助教授　小瀬　一） 

『鬼平犯科帳』全24冊 
池波正太郎著，文藝春秋，1975年～  

　江戸時代、治安維持のため独自の機動性を与えられた火付盗賊改方
の長官である、「鬼平」こと長谷川平蔵

のぶ

宣 

ため

以の活躍を描く本シリーズは、
中村吉右衛門主演のテレビドラマ・映画でもお馴染みだと思います。
こう書くと、時代劇お決まりのチャンバラシーンが想起され、関心を
持たない（それどころか嫌悪感を抱く）人も少なくないかと思われます。 
　確かにストーリーは、盗賊らによる事件とその解決を中心に構成
されているのですが、しかし本書をはじめとする池波正太郎作品の
特色は、「食」を中心とした文化や、市井の人々の日常生活の姿など、
江戸の世界を活き活きと描写した点にこそあると言えます。そこには、
現代人が近年急速に失いつつある、大事なものがたくさん描かれて
います。中でも、長谷川平蔵の人間像は、一言で言えば「粋」であり、
その振る舞いの一つ一つに、今ではなかなか体感できない本物の「大
人」の魅力を感じることができるのです。大学生として「大人」への
一歩を踏み出した皆さんには、『鬼平』を読んで、より「粋」な大人
を目指してもらいたいと思います。 

（法学部助教授　畠山　亮） 
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『論理トレーニング101題』 
野矢茂樹著，産業図書，2001年  

　いわゆる「論理的思考能力」だけでなく、自分の思考
を「論理的」に表現し、他者の言葉を理解し対話するた
めの広いコミュニケーション能力としての「論理力」
の入門書。 
　特徴は、（1）一見固い新聞記事や識者の言葉にも論
理的にはおかしいものがたくさんあることを、実例を
紹介しながら解説していること、（2）実例を含む例題
を基本にして、実践的なトレーニングができること、（3）
「論理力」は他者との議論のためのものであり、議論
は対立することではなく、より良い結論を導くための
共同作業であると説いていること。（1）と（2）は「人
の嘘や欺瞞を見抜く能力」に直結し、（3）はより深い
人間関係の形成に結びつく。 
　研究とそのプレゼンのために「論理力」が必須であ
ることは勿論、真の友人をより多く作るためにも、絶
対的に御薦めの本。逆に、馴れ合いの薄い人間関係だ
けで一生を終えたい人には、むしろ毒かも。 

（理工学部助教授　野村　竜也） 

『国家の品格』 
藤原正彦著，新潮社，2005年  

　日本人は「品格」を失ったというような嘆き節があちこちで聞かれ、元凶
は戦後の教育にあるのだからまずそこから建て直せ、だから教育基本法も
改正して「国家」をまるごと愛しなさいと子供に無条件にたたき込め、といっ
た主張が勢力を強めている。だが、愛はその本質上、強制しうるものではな
く、愛されたければ愛に値する姿で立ち現れるしかないというのが実相だ。
現在の日本「国家」がそのような姿をしているのか、どうか……。 
　このような難問に一数学者が挑んだ一連の解として、この本は読むことが
できるだろう。タイトルが連想させるかもしれない頑迷で没論理的なナショナ
リズムとは無縁な著者は、徹底して明晰な論理をもって、その「論理」という
ものの限界を説く。あらゆる「論理」の「出発点」に自明視されている前提をこ
そ疑え、と。たとえば「平等」という欧米製の理想は、今日に至るも差別を根絶
しえていないし今後もできそうにない。ここはむしろ「

そく

惻 

いん

隠」という武士道精
神をこそ日本人は思い出すべきではないか。日本が「国家の品格」を取り戻し、
諸外国の尊敬を受けることができるとしたら、たとえばそのような、かつて自
明視していた「情緒」と「

かたち

形」を身につけ直すことによってではないのか、と。 
　「国」というものについて根本的に考え直してみたい人に薦める。 

（国際文化学部教授　佐々木英昭） 

『夜と霧』 
Ｖ.Ｅ.フランクル著， 

（新版、池田香代子訳、みすず書房，2002年）など数冊の邦訳あり  
 ‘生きる力’というどこか新奇な語が広く流れ始
めたのは、たぶん10年くらい前からでしょう。生
きるのに力が要るなどとは想いもしなかったこと
ですが、いまは‘生きるのがしんどい！’という重
い気分がぜん動する時代なのでしょう。このように
内面を不安定にしている要因はなにか？不況、勝ち
組・負け組で顕在化した功利的二元論の強迫、希薄
化する人間関係などなど？思い当たるところはあ
りますが、問題は、結果としての孤人化と不安でしょ
う。この有名な『夜と霧』は、ナチの強制収容所に
収容された心理学者の体験記ですが、苛烈な状況の
なかでも人間的であることを止めなかった人びと
に起こった数々の感動の力は、肩をすぼめて、いま
に生きる人びとにも力を湧き上がらせると思います。 

（社会学部教授　古賀　和則） 

『こんな夜更けにバナナかよ：筋ジス・鹿野靖明と
ボランティアたち』 

渡辺一史著，北海道新聞社，2003年  
 「こんな夜更けにバナナかよ」という強烈な題名で書かれたこの本は、「進
行性筋ジストロフィー」を患い、人工呼吸器を付けた鹿野靖明さんとそのボ
ランティアたちの自立生活への挑戦が描かれています。 
　決してきれい事でまとめられた本ではありません。福祉とはまったく無縁だっ
た著者が、2年4ヶ月もの間、「福祉」「ボランティア」「重度障害者の自立」
というテーマに真正面から向き合い、自然に湧き上がってくる疑問に戸惑い、
それをごまかす事なく、著者の中でのこだわりを大切に書き下ろした本です。
挙げられていた参考文献の多さが著者の葛藤を物語っているように思います。 
　専門用語や福祉制度などを丹念に調べてあるところも皆さんにお勧めする
点です。 
　これから社会福祉を学ぼうと思う人はもちろんのこと、他領域の学生さんであっ
ても、自分自身の生き方を考えていくうえで参考になる本だと思います。「人と関
わること」「生きることをあきらめないこと」とは何か、考えさせてくれるでしょう。 
　ぜひご一読いただけたらと思います。 

（短期大学部講師　黒川雅代子） 
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新聞を探そう  
─朝日新聞を例に─ 

◆新聞の移り変わり
新聞の歴史を知ることで、新聞に興味を持ち、新聞に惹かれる大学生から新聞を楽しめる大学生へ、一歩抜け出しましょう。

◆図書館で読める朝日新聞は？
創刊号から最新号まで！さまざまな方法で、欲しい記事を見ることができます。

【御用新聞→政党新聞→報道中心へ】
新聞発行当初（明治初期）は、政府の利益となる論説・報道を

行う御用新聞が主流でした。その後、自由民権運動の高まりか

ら、論説中心の政党新聞が多く発行されました。しかし、反政府

の動きに対し、言論弾圧が行われ、報道取材中心の新聞へと変

化していきます。新聞もまた時代の流れに翻弄されたようです。

【1部1銭→130円 部数1,000部→825万部】
朝日新聞創刊時（明治12年）の購読料は1部1銭。当時、

そば一杯8厘（1銭＝10厘）でした。

また、当時の日本人の識字率は約90％で、新聞も案外

身近なものだったようです。

明　　治 大　　正 昭和・戦前 昭和・戦後 平　　成 現　　在

本　　　紙

1950（昭和25）～
縮　刷　版 1919（大正８）～

1989（平成元）～
1879～ ～1986

マイクロフィルム （明治12） （昭和61）
創刊号

1926～45
CD-ROM （昭元～20）

聞蔵Ⅱビジュアル
（データベース）

1945（昭和20）～

◆新聞の置いてある場所と、使い方
図書館に来たはいいものの、どこに行って何をすればいいのやら。ここを見て問題解決!!

深草図書館 大宮図書館
1階　新聞コーナー 2階　新聞コーナー（軽読書コーナー）

本　　　紙 自由に閲覧ください 自由に閲覧ください
※先月分以前が見たい場合はカウンターへ ※当日分以前が見たい場合はカウンターへ

2階　新聞縮刷版コーナー 2階　新聞縮刷コーナー（参考書コーナー）
縮　刷　版 自由に閲覧ください 自由に閲覧ください

※10年以前が見たい場合はカウンターへ ※10年以前が見たい場合はカウンターへ

1階　CD-ROM検索コーナーとなり
2階　マイクロフィルム資料室

マイクロフィルム 蔵書検索結果コピーをカウンターへ
資料室にあるフィルムを閲覧ください

※マイクロリーダーの使い方はスタッフが説明します。

1階　CD-ROM検索コーナー
CD-ROM

蔵書検索結果コピーをカウンターへ
※詳細は図書館にて確認ください。

聞蔵Ⅱビジュアル
各館インターネットコーナー、学内パソコンルーム

（データベース）
→学術情報センター（図書館）のHPから、自由に利用してください。
※詳細はLIBRARY GUIDE 2006を参照ください

学内PCで利用可能瀬田図書館大宮図書館深草図書館

（学術情報センター事務部　石丸　湖美）
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【右横書き→左横書きへ】
現在と同じ左横書きとなったのは、昭和

21年の読売報知新聞からでした。

GHQ時代のローマ字採用勧告や漢字廃止

論などの社会運動が影響し、左横書きは革

新的、右横書きは保守的と疎まれました。

【人→ハト→電子】
日本で初めて伝書鳩を使用したのは昭和

28年、朝日新聞でした。原稿係が80分かかる

ところを、ハトは12分！

しかし、迷ったハトが他社に帰ってしまい、慌

ててハトを取りにいったこともあったそうです。

朝日新聞創刊号

瀬田図書館
本館1階　新聞コーナー
自由に閲覧ください
※前月～過去1年分については、地下2階へ

新館地下１階　新聞縮刷版コーナー
自由に閲覧ください　1989年～
※新聞により場所が異なります。検索端末で位置確認！

本館2階　マイクロフィルム閲覧室
閲覧室のフィルムを閲覧ください

本館1階カウンター CD-ROM検索コーナー専用端末
蔵書検索結果コピーをカウンターへ
※瀬田にCD-ROM版新聞はありません。

☆注意事項☆
新聞の貸出はできません。
必要な記事は、図書館でコ
ピーもしくは、プリントア
ウトできます。

コピー機の設置場所
深草：2階参考図書コーナー

横など
大宮：2～4階のコピーコー

ナーなど
瀬田：本館1階複写室など

※コピーカードは図書館で購

入できます。

？？本紙やデータベース、どう違うの？？
それぞれの特徴を見て、必要に応じて使い分けてください。

同事件を各新聞社がどう取り上げているか、その違いを確認で

きます。

必要な年月日の前後の記事も見ることができます。

古い記事を、素速く、必要な記事を確認することができます。

検索機能がつき、必要な記事を簡単に見つけ出すことができ

ます。

より詳細な検索が可能で、必要な記事を簡単に見つけ出すこ

とができます。

戦後（1945）～最新版まで縦断的に検索ができます。

聞蔵Ⅱビジュアル（データベース）

CD-ROM

マイクロフィルム

縮刷版

本　紙

☆図書館員オススメ☆

データベースは、「誕生日の記事が見た

い！」「ある事件の経過を辿りたい！」

など、必要な記事を簡単に手にできる

優れものです。使い方はLIBRARY

GUIDE 2006（P28）を要Check！

日本経済新聞のデータ
ベース【日経テレコン
21】も利用できます。
その他新聞も検索でき
ます。詳細はカウンタ
ーへお越し下さい。

朝日新聞以外
にも、深草64
種類、大宮18
種類、瀬田39
種類の新聞を
取り扱ってい
ます。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在学生の皆さんこんにちは。
新聞は大学生活に必須のアイテム。
図書館では、新聞を様々な方法で見ることができます。
今回は、4月から更に便利になった朝日新聞を例に紹介します。
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図書館はどのような場所か。と聞かれると、

本を借りる所、読書をする所、勉強をする所、

誰もがそのように答えるでしょう。私も大学

に入学するまではそのように思っていまし

た。大学に入学し、当初すぐ行われたオリエ

ンテーションで、図書館のツアーに参加しま

した。そこで見たものは私の想像していた図

書館とは全く違うものだったのです。という

のも、広さに驚いたのはもちろんのこと、高

校時代の図書館にはなかったインターネット

コーナー、ビデオやDVDを見る事ができる視

聴覚室、新聞や雑誌が読めるコーナーなど、

大学の図書館には多種多様な設備が整ってい

たのです。正直、私は本をあまり読まない方

だったので、高校時代図書館を利用する事は

ほとんどありませんでした。しかし、このオ

リエンテーションで図書館の利用の仕方や開

架書庫での本の探し方、検索の仕方などを聞

いて以来、レポートの提出前やテスト期間で

はもちろんのこと、自分に時間ができた時は

よく図書館を利用しており、今はすっかり図

書館の魅力にはまっています。また、最近で

は、就職活動等でインターネットを利用する

機会が多く、図書館によく通っていました。

このように、図書館は本を読んだり勉強す

るだけのスペースに留まらず、幅広く様々な

形で利用できる、私達学生にとって最適な場

所なのです。今となれば、図書館は私にとっ

て大好きな場所です。なので、皆さんもどう

ぞ、図書館をたくさん利用して大好きになっ

て下さい。

（国際文化学部4回生 柳本　裕子）

次号（10月発行予定）に掲載するエッセー（600字～650字）
を募集します。本や図書館をテーマにしたものであれば、
なんでも結構です。
※採用された方には記念品を差し上げます。詳しくは各図書館カ

ウンターまで。

龍谷大学図書館報

第33号
2006年4月発行
編集・発行 龍谷大学学術情報センター
〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町67

TEL. 075-645-7885（ダイヤルイン）
http://opac.lib.ryukoku.ac.jp


	図書館・本は楽しかりけり
	学生に薦めたいこの1冊
	図書館の使い方−新聞を探そう−
	私と図書館

